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市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い 

公
共
施
設

〜
新
し
尿
処
理
場
整
備
の
こ
れ
か
ら
〜

　
「
老
朽
化
す
る
し
尿
処
理
場
に
代
わ
る
新

た
な
し
尿
処
理
場
整
備
」
に
つ
い
て
、
市
で

は
こ
の
た
び
、
処
理
方
式
を
「
下
水
道
放
流

方
式
」
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

処
理
方
式
の
選
定
理
由
、
候
補
地
選
定
や

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、
整
備
に
係
る
今

後
の
進
め
方
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
公
募
の
概
要

【
応
募
条
件
】

必
須
条
件

・ 

下
水
道
全
体
計
画
区
域
内
で
あ
る
こ
と

・ 

有
効
敷
地
面
積
１
，５
０
０
〜
２
，０
０
０

㎡
程
度
の
用
地
面
積
が
確
保
で
き
る
こ
と

・ 

地
権
者
全
員
の
賛
同
が
得
ら
れ
て
い
る
、

ま
た
は
そ
の
見
込
み
が
あ
る
こ
と

・ 

応
募
す
る
こ
と
に
対
し
、
自
治
会（
区
）の

同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と

好
ま
し
い
条
件

・ 

土
地
利
用
上
の
法
規
制
が
な
い
、
ま
た
は

規
制
解
除
が
容
易
な
こ
と

・
道
路
に
接
し
て
い
る
こ
と

・ 

水
道
・
電
気
な
ど
の
引
き
込
み
が
容
易
な

こ
と

・ 

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
、
ま
た

は
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
が
容
易
な
こ
と

・ 

土
地
の
形
状
・
地
質
が
整
備
に
適
し
て
い

る
こ
と

※ 

必
要
な
用
地
面
積
に
つ
い
て
は
、
候
補
地

の
地
形
や
周
辺
の
状
況
で
、
よ
り
広
く
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
応

募
条
件
に
適
合
し
て
い
る
か
市
で
確
認

し
ま
す
の
で
、
事
前
に
相
談
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　

12
月
28
日
（
木
）
ま
で

【
応
募
者
】

　

 

応
募
者
は
候
補
地
の
地
元
区
長

　
（ 

候
補
地
の
敷
地
が
複
数
区
に
ま
た
が
る

場
合
は
、
複
数
区
の
区
長
）

【
新
施
設
建
設
地
区
へ
の
地
域
振
興
策
】

　

 

新
施
設
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
自
治
会

（
区
）に
対
し
、施
設
整
備
に
伴
う
要
望
事

項
の
実
施
な
ど
、
地
区
へ
の
地
域
振
興
策

を
実
施
し
ま
す
。な
お
、振
興
策
に
つ
い

て
は
、候
補
地
決
定
後
に
地
区
と
覚
書
を

締
結
し
、詳
細
を
定
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

※ 

地
域
振
興
策
は
、
施
設
の
設
置
自
治
会

（
区
）
を
対
象
に

５
千
万
円
を
上
限

と
し
て
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
ご
応

募
い
た
だ
い
た
候

補
地
が
選
定
さ
れ

な
か
っ
た
場
合

も
、
自
治
会（
区
）

の
ご
尽
力
に
配
慮

し
、
地
区
へ
の
振

興
策
と
し
て
総

額
１
千
万
円
を

上
限
と
し
て
実

施
し
ま
す
。

◆
候
補
地
の
選
定
方
法

　

多
く
の
市
民
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
ま
た
、
地
域
の
理
解
を
最
大
限
尊
重
し
、

市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
重
点
を
置
い
た
建

設
候
補
地
の
選
定
と
す
る
べ
く
、
建
設
地
を

公
募
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

【
新
施
設
の
概
要
】（ 

伊
豆
の
国
市
し
尿
処
理

施
設
整
備
基
本
構
想
）

施
設
整
備
方
法　

下
水
道
放
流
施
設

施
設
整
備
規
模　

25　
kl
／
日

処
理
方
式　

前
処
理
・
前
脱
水
方
式

建
築
面
積　

５
４
０
㎡
以
上

敷
地
面
積　

１
，５
６
４
㎡
以
上

【
新
施
設
に
お
け
る
取
り
組
み
】

① 

環
境
対
策　

搬
入
車
両
の
出
入
口（
建
物

内
）に
高
速
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
前
室
を
設
置

す
る
な
ど
、
臭
気
を
外
に
出
さ
な
い
万
全

な
対
策
を
講
じ
ま
す
。

② 

交
通
安
全
対
策　

地
域
住
民
の
安
全
に
十

分
配
慮
し
た
搬
入
ル
ー
ト
・
搬
入
時
間
の

検
討
や
、
敷
地
に
接
し
て
い
る
道
路
整
備

を
行
う
な
ど
、
交
通
安
全
対
策
を
講
じ

ま
す
。

③ 

景
観
対
策　

敷
地
の
外
周
に
樹
木
に
よ
る

緩
衝
帯
を
設
け
る
な
ど
、
景
観
に
配
慮
し

た
対
策
を
講
じ
ま
す
。

問 

市
役
所
公
共
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２
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４
０
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４
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４
５
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２
．
候
補
地
選
定
に
つ
い
て

１
． 

処
理
方
式
（
下
水
道
放
流

　
　

方
式
）
の
選
定
理
由

　

既
存
の
方
式（
河
川
放
流
）で
は
、
処
理

水
を
河
川
に
放
流
す
る
た
め
の
厳
し
い
水
質

基
準
が
あ
り
、
高
度
な
処
理
が
要
求
さ
れ
る

の
に
対
し
、
下
水
道
の
排
除
基
準（
※
）で

は
高
度
な
処
理
が
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
よ
り
、
設
備
が
簡
素
化
さ
れ
コ
ン
パ
ク
ト

な
施
設
に
な
る
こ
と
か
ら
、
建
設
コ
ス
ト
や

維
持
管
理
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※ 

下
水
道
排
除
基
準
…
公
共
下
水
道
に
汚
水

を
流
す
た
め
に
定
め
ら
れ
た
基
準

　
（
伊
豆
の
国
市
下
水
道
条
例
第
13
条
）

３
．
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

項
目

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

平
成
31
年
度

平
成
32
年
度

全
体
区
長
へ
の
説
明
会

応
募
・
相
談
期
間

候
補
地
選
定
審
査

地
区
と
の
協
議

建
設
用
地
の
決
定

測
量
・
地
質
調
査

基
本
計
画
・
基
本
設
計

生
活
環
境
影
響
調
査

発
注
手
続
き

施
設
建
設
（
造
成
工
事
含
む
）

※
合
併
特
例
債
の
期
限
で
あ
る
、
平
成
33
年
３
月
末
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

４
．
募
集（
検
討
）に
係
る

　
　

市
の
支
援
に
つ
い
て

　

自
治
会（
区
）に
対
す
る
、
募
集
要
項
な

ど
に
係
る
説
明
お
よ
び
区
民
説
明
会
の
開

催（
回
覧
の
作
成
・
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
作

成
な
ど
）、
先
進
地
視
察
の
実
施
、
地
権
者

か
ら
の
相
談
・
交
渉
な
ど
、
支
援
を
実
施

し
ま
す
。

　

公
募
に
関
す
る
お
知
ら
せ
・
資
料
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

道路・水路など
の整備

公民館などの
整備

防災備品・防災
倉庫などの整備

（
参
考
例
）

河川放流の処理

下水道放流の処理

・ 河川に放流するため、厳しい水質基準をクリアしな
ければならない
・複雑な工程処理（微生物の力で汚れを除去）
・設備も多く必要となり、施設規模が大きくなる

・公共下水道に放流する排除基準をクリアすれば良い
・ 河川放流と比べて簡易な処理工程（設備も少なく、
施設規模も小さい）

公共用
水域へ
放流

公共下水道へ
放流

し尿や浄化槽汚泥

受入槽

貯留槽
中継槽分離液槽希釈混合槽

希釈水槽

硝化脱窒素槽消毒槽放流槽

高度な処理を行う
さまざまな装置

汚泥処理設備へ

脱水汚泥
ホッパへ

前脱水装置

ビニールや布などの
大きなゴミを
取り除く

し渣
さ

ホッパへ

河川放流と下水道放流の
処理工程の違い


